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1 緒 言

栃木 美術館野外ス テージに, Shanaiの 土 俗 的

な響 きが渡 る。 やがて, dholの 激情的な打音 とチ

ョウ!チ ョウ!と い うかけ声の 中に, 異 形 の仮面

とき らびやかな衣装 のGanesha神 が, 深 い"落 居"

で 大地 を揺 ぎな く踏 まえた時か ら, CHHAUは, 

有 限 の肉体 を もって, 無 限の象徴 と暗喩の世界を

繰 り展 げる舞踊の大 い さをあ らためて再 認 させ る

ものとなった。

また, 西武スタジオ200で, Rajkumar Sin-

gh Deo氏 が, 収録のためにMayurを 演 じて下さ
った時, 静かに床に手を触れ, 奏楽の暫時を合掌

される姿は, 王家の伝承と洗練の中に, なお生き

ている"神 聖な舞踊"の 世界を感受する感動の一

瞬であった。

SERAIKELLAのCHHAUの 公演では, 奏楽

を除いては, その表層に儀礼の行為は見えない。

演目の個々は, その想を多様化させ, 敬度な心像

か らむ しろ芸術的な形象化へむかうとみなされた。

更に, その神秘な美と理想を求める優雅な演の核

に, 擁めるように強靱な身体形式の伝統が潜むの

を感知 した。柔かいShanaiやHarmoniumの 旋

律 と共に, 堰きとめては溢れる流動的な律動の形

成が, その強靱 さを包みこんでいると感受された。

これ らのむ しろ異次元 的なnon-verba1の 象 徴

をverba1上 に把えることの困難 を知 りつつそれ故
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にこそ, 身体一運動形式 と内部精神の融合する様

相に接近する願望を強 く抱き, また, その意義を

今 日的に再認するものである。

II 研究目的

「運動表現の民族的特性に関する研究1～III」

では, 白石踊(1971), 八丈樫立踊(1972), イ

ンド古典舞踊(1979)を 対象 とし, 先に行 った舞

楽研究(1969)等 と比較検討 しながら, 社会文化
の総体の中での舞踊特性をみてきた。

本研究では社会文化の総体の中でみる必要をひ

とまずおいて, "舞踊現象そのもの"の 特性を操

作的に抽出 し, 人間の心身性を根源的に潜在させ

ている舞踊現象 とその象徴の実態を, 主として身

体一運動形式(以 下身体形式と記す)の 側か ら解

析 しようとしている。これ らの操作的な抽出結果

か ら, 対象 とした2地 域のCHHAUの 特性を明 ら

かにすると共に, 地域 と歴史を越えて生きる舞踊

の本質 一 身体 一運動 一感情の機序に, 実証的に

接近 したいと考えるものである。

III 研究方法

1. 舞踊現象については, 以下の項目のFilm

収録を行い, 舞踊運動及び構造の分析を行った。

(1)演 目全体(VTR及 び8mm Film)

(2)演 目の部分 一 「始一中一終」(正 面及び

側面から16mm Film及 びスチール)

(3)基 本の型(全 上)

2. 演 目の鑑賞価 については, 自由記述文の意

味微分及びCHECK LIST 3によ り鑑賞の

傾性をみた。また, 舞踊現象の傾性について

も, 舞踊の構造 ・機能の図式に基いて定めた

CHECK LIST 1, 2及 び4に よって言語表

象上に構造 ・機能の特性を分析抽出 した。

 以上の映像表象, 言語表象の両者を対応させ, 

帰納 ・演繹的に収飲 して対象の特性を明らかに し, 

舞踊の構造 ・機能の図式(舞 踊学4号, P. 16参照)

の観点か ら, 2地 域のCHHAUの 舞踊構造 ・機能

の組織原理Codeを 求めた。

 分析の観点は次の5つ の角度である。(表1)

 1)主 題 一構成 T-C Factor

演目の主題の展開 と全体構造の外廓を概観する。

2)身 体 一運動 B-M Factor

舞踊運動を成立させ る最小単位, いわば 「素」
isolateと みなされる基本的な細部の運動素を抽

出 し, その特性をみる。

3)運 動 一変化 一連続 M-V-S Factor

舞踊構造の成因の中で, 主要因となる舞踊運動

のまとまりの形成 と, その反復 ・変形関係を抽出

し, その特性をみる。

4)群 一構成 G-C Factor

2人 から多人数の群によって形成される舞踊運

動の表現形態質を抽出し, 群化と構成の特性をみる。

5)演 目(作 品)一 美的形成 W-Ap(FV)

Factor

演 目の全体印象を感情語の選択および記述によ

って抽出 し, 鑑賞価によって特性をみる。これ ら

を映像解析 と照合検証する。

表1 W-[Ap]: 構 造 ・機能 の志 向性

(S-E省 略)(Check List 4)

(注) 分 析 機 器 は, Film Motion Analyzer, Nac Sportias-5200を 用 い た。
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IV 研 究 対象

国際交流基金招聰: イ ンド 仮面舞 踊劇(チ ョウ)The CHHAU ofPURULIA & SERAIKELLA

●収録 期 間 ・収 録 場所 昭 和56年5月29日 ～30日 栃 木 県 立美 術 館 野外 公 演

昭 和56年6月1日 ～3日 西武 スタ ジオ200(分 析 収 録)

昭 和56年6月4日 一5日 国 立 劇 場(リ ハ ーサ ル)

収録方法

●W

受信 用
カセットコーダー

W

ワイア レス ・
マイク

○スチール

□ カセットコーダ

記録

chat(shiva)
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V 研 究結 果 と考察

1. プ ル リアのCHHAU

1)T-C Factor

<2っ の 神格 一戦 いの発 想>

古 代形 式は, Mahabharata, Ramayanaに み ら

れ るよ うに, 人 間 の理想 の追求 を種 々な る戦 いと

克服 の中 に描 いて きた。

Mahishasura Badh(1)で は, Fig. 1-(P)に 示 す

よ うに, (R)儀 礼 の様式 に先 導 され, Ganesha,

正邪の戦い, 正の勝利を もとめる古代の発想は,

戦いの必然 として極限の技を要求する。PURUL IA

においても極限の技が演目の核をなす。(後 述)

超人間的な神技によって, 超越的存在へ近づく,
"戦い"の 舞踊発想と劇形式は, 人間存在自体の

肉体を投 じて, 自他を熱狂と脱 自に導き, その白

熱の中に自他を溶融すると認められる。集団を同
一化する熱い主題として, "戦い"主 題は集族にょ

って育 まれ, かつ集族を育んできたとみられよう。

<1人 登場 一段落進行>

戦いの発想は, 必然的に反復の形式をもたらす。

戦いは先づ勇者の勇武を顕現する時間を必要 とし

た。先にみたように, Ganesha, Kartikは1人

Eartikの 各神格が, "1人 登場"の 見せ場をもっ

て現われ, 魔神Mahishasuraの 登場によって, M

: K, M: G両 者の力動の戦いとな り, Durga大

母神の救援を得て, 勝 利をおさめ, Lakshmi,

Sarasvati両 女神を加えて, 大団円にしめ くくる

はこびとなっている。神の乗物Lionも 加わ り,

声援をもりあげ, 最終的には, 登場全員によって

神々の群像を象 り, Durga女 神の栄光を讃美する

劇的形式とな っている。古代神話に想を得, 雨乞

いの祈念をになうといわれている。

登場の見せ技を展開 し, 神格各々が1つ の段落を

もって進行する。Fig. 2に 示すように約30分 の演

目は, 1人 登場を くりかえ し, 群の力を増 しなが

ら戦いの力動を増幅する。

他の演目, Abhimanyu Badhに ついても, 若き

英雄の最後を描 く古代神話は, 同質の進行をみせ, 

悲劇 の終末を勇者の死を悼む戦いの形式の中に も

りあげる。

1人 登場と段落進行は, 行為による表現の累積

手法として, 舞踊表現の必然の形式化 とみ られ,

身体 一運動形式の始源性をもつと思われる。日本

の諸芸能の形式の上にも指摘 し得 るものである。

Fig. 1 T-C要 素 の 分 析; 役 と発 想((P): プ ル リア, (S): セ ライ ケ ラ)

(Check-List 1)

※ 発想は国際交流基金セ ミナー資料による。

()内 の記述は著者。

(奏 楽) (語 り)
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Fig. 2 G-C要 素 の分析: 上 演の構造((P)モ ヒシ ャスール ・ボ ドゥ)

演技■ 西武
□ 栃木
□ 国立

控え□

←Durga

Mahishasura
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2)B-M Factor

<静 止の緊張 一力動の解放>

PURULIAのCHHAUの 演技は, 両極のベク ト

ルのような対極の性質の対置によって, 相互にひ

きあう静の緊張 と動の奔出の舞踊運動を形成 して

い る。

先づ 「静 」の舞踊 コ ー ドcode(注 参 照)を み

よ う。
"構 え"あ るいは, "見 得"と みな され る静 止

姿 勢 は, Fig. 3の よ うに解析 され る。

 図が示すように, いずれの神格もスタンスの広
い, 張 りつめた持続姿勢を保有 し, (10～20秒), 

「静」の緊迫によってその演技を開始する。舞楽

の 「落居」を思わせ る地底を踏まえた垂直の屈膝, 

あるいは片膝がか りは, 張 った肩, 肘, 垂直に保

持 される上体と共に地底に根をはる安定と内包の

姿勢 として, 神格の内部精神を充溢させる。寺院

建築に残 る108のKarana(2)を も想起させる。

 これ らの〈静の持続〉は正神, 魔神に共有され, 

基本型に収録 したShiva神 の演技 において も保

有 されてお り, 構え, 即ち深い屈膝 と時間の把持

は, 神威を示す力の運動象徴 として定式化 してい

るとみなされる。役柄 と発想を越えて"構 えの持

続"は 先づPURULIAの 舞踊の中にコード化され

ていると言い うるだろう。

女神には, これ らの構えはみ られない。 母神

Fig. 3
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Durgaに おいてさえ, 剣をもった構え姿勢は, 左

右に揺 らぐ律動の足どりに柔らげられ, Lakshmi,

Sarasvati両 女神は, 柔かい屈折の腕と, 水平の

小刻みのstepに その性格を投影させている。
"構え一持続"は, したが って男性神格の舞踊

コードとみなされる。附加される肩の武者震いの

振動が, 威赫のようにその精神性を捕強している。

これらの 「静」の対極に, 「激動」の跳躍廻転

Spilming jump(以 下SJと 記す)が あらわれる。

SJは, Fig. 4-1に 示すよ うに, 深い屈膝ある

いは坐位姿勢か ら, 一歩の踏切りで垂直に空中に

舞い上り, 屈膝姿勢を保ちつつ落下 し, ぴたりと

きまって 「静」に回帰する。5～7回 も連続する

SJに おいてもその力動の垂直と保持の安定を崩

さず, その間にあいまいさを残さない。Fig. 4-

1は, 背柱の正を保持してSJを 連続する, 高度の

技と習熟をその背柱線 の垂直に立証 している。

Fig. 4-2は, これらを可能に している, 強い腕

の振 りの上昇(右 図}と 落下(左 図)のmoveの

現象を検出している。

 地床から最高水準の跳躍で空間に舞い上 り, 華

麗な廻転をみせつつ, 地床に深 く坐 して降 り立っ

SJは, 飛天のよ うな重力をふ りきる垂直の力動

上昇と, 加速の落下を全身で受けとめて地底に吸

引される極限の技 とその連続 として超人的であり, 

神技とな っている。

Fig. 4-1

M-V-S: P Spinning Jump(正 面)

CODE: 11

P. G. JUMP(190コ マ ・10コ マ 毎)

図は頭部-頸 部-謄 部の背柱線及び足指尖-踵 部の

足部位置を示 している。

1,000

▲ 坐位姿勢で着地
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古来, 高度の"廻 転"(自 転, 旋回)は 目眩 く

技であり, 高度の"跳 躍"は 翼を持たない人間の

憧憬として, 舞踊の核をなす技法として世界各地に

存続 してきた。2つ の至宝の技法を融合 したSJ

は, 肉体の限界への挑戦, 人間存在そのものを宙

空に投 じて, む しろ"行"ず るような浄化の眩量

を観衆と共 にするものとみなされる。人間の生 に

根ざす始源の呪縛力を獲得 したPURULIAの 舞

踊 コードと認めなければならない。

廻転と跳躍は, ここにみる自転の他に, 地を蹴

るようなstep turnあ るいは, 群の空間移動 とも

結びついて, 演目の構成上の転換点をなしている。

(後 述G-C)ま た, YAKSHAGANAで は, 跳

躍 にかわる膝立廻転と して地床に渦を巻きおこす

勇者のみせ技で同じく演技の焦点を形づ くってい

る。(資 料略)

構え, あるいは見得を 「静」のコード化とすれば

跳躍廻転は 「動」のコー ド化 として, 大 自然の大

地に, 遠い時代の演技理論Natya Shastra, 身体

論yoga(3)を 現時点に具現しているとみるべきであ

ろうか。

〈神格 ・人格 ・動物〉

装具や彩 りの異次元的な装いの中に, その役柄
の核をなす身体形式一演技の確実な定性化をみる

のは興味深い。PURUL IAのCHHAUで は, 先

にみた神格の舞踊コード化と共に, その端正な整

った動勢に対する, いわば崩 しの動勢の型を見出

すことができる。

Fig. 5-1に みるように"魔 神Taroka"は, 手

足の大きな上下動, "人格 一神士"は(Fig. 5-

2)自 由な拘束の少ない歩行の流動性をみせる。

また, 母神の従僕 として登場 したライオ ンをはじ

め, 多 くの動物のcha1が 存在する。
"動物"の 模倣動作は, 演 目中では, 戦いの高

潮に熱気 と雅気を盛 りこみ, 芸能の生きた大自然

の大地 との融合, その土俗性を強化する。

 上演中には一見, 無作為な動作と見受 けられる

動物動作も, 分析の中では, 驚 くべき明瞭さで生

態特性の捨象抽出を行い, 運動パターンが形成 さ

れていることが明 らかになった。Fig. 5-3に み

る"猿"は, 頭を前出する踵鋸姿勢で歩き, 首を

左右にずらし, 上体を傾けて前方を見る。他に蛇, 

熊なども独 自のパターン化をみせる。(資 料略)

 神の乗物, 神の従僕, あるいは神の変身として

インド古代叙事詩の中の動物は, その神話の中に

しめる位置 と同様に, PURULIAの 舞踊構成上の

欠 くことのできない要素 として, その特質を保有

するとみるべ きであろう。神格 一人格 一動物すべ

てを包んだ宇宙の饗宴 として, 神格の技の抽象性

と共に, 動物の生態の写実性の見事さは注目され

る。Nrtya身 振 り, Nrtta純 粋舞踊(4)の原初をこ

こにみるとい うべきであろうか。

 "男神女神"の 差異については, 先にも触れた

ように, 男神の力と勇武に対比する優 しく細かい

足どりの他には, 女神の演はみ られない。女性の

古典舞踊を精緻にしたBharata Natyam(5)と は全

く異 り, 男性の向う舞踊性を, 簡潔で本質的な舞

踊の躍動と力感として提示している点にPURUL IA

Fig. 4-2

M-V-S: Spinning Jump(正 面)P

下 降(30-54コ マ ・3コ マ毎) 上 昇(0-27コ マ ・3コ マ毎)ト)
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のB-CFactor領 域 の特性 を認 めなければな ら

ない。

3)M-V-S Factor

〈生の時空をおいあげる句節反復進行〉

人は事象を快よいまとまりgesutaltと して受容

す る特性をもつ。Mahiahasura Badhに ついて,

これらのまとまり形成 をみるとFig. 6の ように,

Ganesha, Kartik, Mahishasura各 々は, 共に

「静」の構えを主調とする句節をくりかえし, 次

第に時を追いこみ, 先にみたSJを 核 とする急激

な力動のクレッシエン ドにもちこんで句節を反復

する。例えば演目の始まりをつとめるGaneshaで

は〈構えS-走R-跳 躍廻転5回SJ-廻 転T〉-〈two

stepの 連続TW-軽 跳躍T-〉(学 会発表資料参照)

と前進の漸強と後進の漸弱を循環 し, 一呼吸の周

期性Movement-phraseを 成立させている。 Kar-

tik, Mahishasura両 者も, 各自の変形をもちな

が ら, この生の時空を追いあげて循環する句節反

復をみせる。神格を越えて共有されている形成要

因 と認めることができよう。(Fig. 6)後 にG-

CFactorの 中にみるように戦いの対立において

もこれらと同質の形成が認められる。

 先にT-CFactorに おいてみた劇的形成即ち, 

神々の登場と戦い, 地母神の救いと大団円として

はこんだ役柄 と劇構成は, 舞踊構造 一機能の要因

か らみるとき, 静止(構 え)と 力動(SJ)の 両極

にむかう'最 小単位の舞踊運動"をB-Mcode

とし, これらを核 として生命的起伏の句節を形成

し, "最小の表現単位 としてのまとまり形成"を

なすM-V-S codeを 成立させているとみなさ

れよう。

 役柄を越えて共有され, 反復されるこれらのま

とまり形成 コード, また, 演目をかえても共有 さ

れるまとまり形成 コードを認知することは, 劇的

形成の核に舞踊運動形成の原理の獲得を知ること

で あり, M-V-S codeは, non-verba1な
mediaの 生命的な表象力, その身体形式の発見とし

て意義深 く注目される。独自の文化の基底に, 生

命の原初の質に起因 し発想する舞踊の情調の型を

見出すことは, 民族 と文化の異 りを越えて, その

基底に人間の本質の潜在と共有に思い至 らせ られ

るものであり, その初原の身体形式に注目したい。

 目を転 じて, 踏み足のみの持続する古代的な芸

能, <drama-rhythm>の 回帰形式の形成(W
-Ap)を みせるインド古典舞踊, 更に遠 くは, グ

ルジアの民族舞踊にも同種のSJや 膝立廻転の連

続技の出現を知る時, 人間は, その身体形式に何

を求めてきたか 一 人間存在, 生の本質を舞踊の

上に顕現 し, 啓示を与えるCHHAUの 演の人類文

化 としての価値 に改めて着目すべきと思われる。

Fig. 5-1

P: 魔 神 タ ・ カ(60・ マ ・3・ マ毎) CODE: 18

P. T

Fig. 5-2

(1)紳 士(72コ ー・ ・10コ マ 毎)
CODE: 2a
P. GEN

- 1,000

Fig. 5-3

(2)猿(170コ マ)

1,000
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Fig. 6 M-V-S: 静 止-運 動時間

P Mahishasura Badu (於 栃木公演S56, 5. 29) ■ 静止 □ 動 □SJ

←Spinning jump

jumpの 頂点で, 更 に編間をひき

あげて滞空の頂上を持続させ, 収

縮を保って落下する。
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4)G-C Factor

<対 立 のUnison(男 性)一 時間 ・空間の自

在性>

写 真 一SJに 示 す よ うに, 句 節 の反復 は, 2人

の 対立す るUnisonのduetと して も展開 され る。

対峙 して反復 され る句節 は, Mahishasura対Kar-

tikか ら, Mahishasura対Ganeshaへ と受け渡さ

れ, よ り強化 されたSJとstep・turnの 対立の句節

が力の衝突 を もりあげ る。 先に1人 登場でみせ た

句 節反 復進行は, こ こで はunisonの 対 峙と空間の

中の変幻 の移動 によ り強化 されて いる。(発 表資

料参照)

 更にG-CFactorは, 漸次に増加する登場人

物によって, 主なる戦いを側面的に増幅す る。ま

た, 祝福の大団円では, 神像の姿勢にきまった全

員の群像が"四 方視"の 終止をみせる。

 舞台においても三方に技を展開するが, 各自の

占めた位置と姿勢を崩 さず, 徐々に方向転換させ

て大母神Durgaの 神威をとどろかす終結部は, 女

神信仰の強さと共に, 額縁舞台に入 らない時代 と

場の芸能の形態 一 演者 と歓衆の共鳴の形態 とし

て特性を有 し, 人々を魅了するものとなっている。

 これらの芸能性は, 演 目の上演 〔時間 ・空間 〕
の自在性によっても明瞭になる。前出のFig. 2は, 

栃木野外ステージ, 国立劇場, 西武スタジオ200

と異 った場の上演時間を示す。スタジオ200は, 

5m×5.5mの 仮設舞台であったが, 収録のための

特別の演技 においても, 時間は短縮 してもその構

造の質を保ち, 演技の特質を把握 している。

 部分を削除することによって全体が変容する芸

術作品の"部 分一全体"関 係と異 り, 段落の単位

をなす句節, 即ち, 神格1人 の技の成立が, 部分

でありながら実は演目全体の本質をそこに内蔵 し

ている舞踊構造, 即ち, "部分"が"全 体"の 質

を内包する芸能の特性を認めるものである。

 この意味で, 天と地を震骸 させる跳躍廻転句節

の律的ゲシュタル トの獲得は, 部分を全体たらし

める句節の成立であり, この簡潔で生命的な振幅

の特性が, 高度化へ向うとも脆弱化せず, 観衆と

共に生 きつづける根源の原理として, PURULIA

の芸能 一 その身体形式を確立させていると認知

されるのである。

2. セライケラのCHHAU

1)T-G Factor

〈宇宙と人生 一想の多様化〉

前出のFig. 1に よってChandrabhaga(月 の乙

女)を みると, 月の乙女の出に始まり, 太陽と月

の愛の高まり, 受け入れ難い愛に投身する月の後

に, 残 された太陽が悔いと苦悩をもりあげる。1

人一2人 一1人 の"来 り一出合い一去 る"の 構造

ではこばれる。

他の演目についてみると, 主題は, Ratri夜, 

Sager海, Projapati蝶 などの宇宙的, 夢幻 的

主題, Sabar猟 師, Nabik船 頭, Dhibar漁 師な

どの生活的主題, また, BanabiddhaやChandr-

abhagaな ど, 苦悩悲嘆を描いた思想 ・感情的主

題 にわたっている。

 これ らの演目名からも想起 されるように, 各演

目は主題に応 じた個有の技能を成立させ, 小品的

なはこびの完結の中に, 幻想的, 叙情的, かつ神

秘的な情調を出現 させ る。発想の多様化は, 先づ

SERAIKELLAの 舞踊の独自の形成を予想させる。

〈写実のモチーフー心象形式〉

 自然, 生活への着眼は, 必然的に模倣的, 具象

的な舞踊運動を誘発 し, また技法の個別化をもた

らす。即ち, 写実的な運動素の出現である。例え

ば, Sabarで は, 槍をもって獲物を狙 う猟師の動

作が, 空間の各方に狙いを定め, 向きかえ, 身が

<モ ヒ シ ャ ス ー ル: カ ル テ ィ ー ク>

Photo: P unisonのSJ

Phote: P終 止 形
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まえ, 足音を潜め, あるいは踏み しだきつつ展開

される。終結は, 獲物を得た喜びともみなされる

律的な刻みを高めて"入"と なる。蛇をみつけた

「還城楽」の足拍子の展開を思わせる転換点であ

る。

演 目のすべては, 6分 ～8分 で完結 し, 各主題

に基 く写実的あるいは心像的モチーフ(運 動パ タ
ーン)が, 小単位で累積され, 細い足技巧と速度

変化で彩 りながら, 演をおいあげる形成をみせて

いる。1つ の心像を鮮明に歌いあげる共通溝とし

て, 形式的原則(G-C参 照)を 把握 していると

観取される。

 更に, 演目は, 上演会場を異にし, 日時を異に

して も, "一定時間で同一に演 じられ, (発 表資

料参照)上 演上に繊細 ・優雅な表現 としての完成

と技法の固定化を示 している。

 基本の型Chali, UPalayaの 型にみられる定型

化とあわせみる時, "戦い"と しての発想は, む

しろ消失にむかう(今 回はAstradwandaに み る

だけ)と みなされたが, 各演目の中にみる律的動

作の単位化(B-MFactor)及 び, 技を累積, 

加算 して高度化する進行(M-V-SFactor)

など, 技法の骨子として, 基本の身体形式は構成

の基調に生 きていると認められた。Upalayaに み

る4拍 反復の出と戻 りの足どりから, 漸次, 運動

素を組成 していく精徴な過程は, (古 くはKarana

にみるような足を額につける柔軟強靱の技をも含

んで)SERAIKELLA演 目の細密な演の襲をつく

る運動パターンを生来 し, その心象形式の根底を

築 くと認め られる。伝承の型の精神 一身体性を知

る端緒である。基本の体系はあらためて追跡すべ

きであろう。

2)B-M Factor

〈全身の屈曲 一流動の リズム〉

精緻な舞踊運動は, 先づ躯問と腕の自由で柔軟

な躯使 一内包的な屈曲や波動一にその特性を見出

す。Fig. 7は, Banabiddha(人 生を3つ の時期
にわけて描いた演 目)の 終結部 「避けられない最

後」の苦悩を解析 している。男性(女 形)に よっ

て演 じられる女性の心像は, 大きく踏み替え られ

る歩巾と, 方向をかえて伸展前屈する動的なうね

りの躯間として, 動態(背 柱線)の 軌跡は跡づけ

られている。女性として描かれた"月 の乙女"の

演技にも, これらの躯間と腕によって柔軟にかこ

まれる〈屈曲 一流動〉の運動パターンが表われる。

動きの曲的性質は, 四肢の長い, 強い筋力をか

くしもった"女 形"な らではの強さを秘め, 優美

と悲哀の内部精神に応 じて外的に創出された身体

形式 とみなされる。これ らの特性は, 明快なアク
セン ト, 緩急を回帰する速度の環に彩られ, Fig.

8 Mayurに みるように, 奔 しる情調の形成 とし

て結実, 昇華されている。これらのく屈曲一流動〉

性はSERAIKELLAの 主調を形成する舞踊組織原

理の1つB-MCodeと 認められよう。

Photo: S Mayur

photo: Chandrabhaga・ 縮 小-屈 曲
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屈 曲 一流動 の特 質は, そ のRhythmとstep-

patternに よ ってより明瞭に単位化される。"step"
-脚 及 び足の部分技法の分化 は, Fig. 8 May-

urの 外 に も, 各 演 目に顕著 であ る。例えば, "月

の乙女"で は, Pivot-brush, stamp-bursh
-te-Stampな ど 身体を細分化 した部分技法 が

律動化 し, "太陽神"もwalk-stop, toe-sta-

mp-pivotな ど細密な足技法で対応す る。一般 に, 

演 目にはtwo-step, skipな ど が移動の基本 と し

てと りいれ られて いる。 西欧風 に上昇的 ・解放 的

ではな く, む しろ下降性 ・安定性を維持 しなが ら

動感 を もた らす技 とな ってい るのは注 目され る。

(PSに 共通)

足 の技術を分化 させ る点では, Bharata Natyam

Fig. 7

屈 曲 し伸展する背柱線と, 大 き

く, あるいは細かく踏みかえら

れる足跡が, 動 きと感情の質を

抽出している。

Fig. 8 G-C: Mayurの 技 法

10sec/240コ マ

16mmフ ィ ル ム

Repeat
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など古典舞踊との共通性を見出すけれども, <dra-

ma rhythm>と して, 全体構造の中で韻律部

を独立的に句節段落化 した前者に比 し, ここでは, 

む しろ内部精神に応 じる身体形式と して, 内部感

情に融合同化 し, 最少単位運動の多様化を出現 さ

せているとみなされる。Natya, Nrtya, Nrtta

の形式分化以前に, より思想感情の先行あるいは

優位性があるとみるべきであろうか。

Fig. 9は, PURULIA, SERAIKELLAの 女

性の動 きを抽出している。前者は女神と しての様

式性に立ち, 後者は, 心像の表出として立ちむか

う。2つ の動勢の直立 と屈曲の対比が明 らかに認

められる。

Check List 2に よって, これらの主調をなす運

動の志向性をみると, Fig. 10のように抽象され, 

下降性, 屈曲性を共有 しつつ, 両者は対極的方向

を志向 しているとみられる。

 発想の優雅, 神秘性を女性像に託 して表出 した

点にSERAIKELLAの1つ の特性が指摘されるべ

きであろう。

3)M-V-S Factor

<単 位累積 一連続進行>

SERAIKELLAの 演目には, 句節の同ヴ反復の

進行はみ られない。演 目に個有の個々の運動素は,

小単位の運動パターンをな し, 時にアクセントに

よって強化されながら, 次々に新 しく累積され,

緩急の連続進行で統一される。例えばAstrad-

wandaで は, 膝 をひきあげた緩徐な歩行, 重心を
一定に保持 したskipの 廻 りこみ, 廻りかえす技な

ど, 主なる戦 いの技の間を, 一定のstepを 持続

してつなぐ構成をみせている。民俗的な舞踊形式

の原型 とみなされる連続進行である。Nabikに お

いて も, 船頭の自転の技の連続, 細かい足どりで

渦巻状に廻 りこむ旋回, Ratriの ジグザグの歩行

か らPoseへ など, 基本的な移動のstepは, 空間

性 と結んでパターン化をうなが し, 変化度を増 し

ている。

4)G-C Factor

<融 合のdue t一 男性 ・女性>

Nabikは"船 頭夫婦によって描かれる人生の象

Fig. 9 [B]-M:

(P: 女 神)一 (S: 月 の 乙女)-

Fig. 10[B]-M: 主 題 の志向性

(Check-List 2)
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徴"一 庇護 し, 従い, 助けあう男女が, 男性の

大きくアクセン トの強い動きと女性の小さく内包

的な姿勢の動きによって描出されている。前出の

渦巻状の旋回 も2人 の技と して行われ, 全体は対

応協和の技としてはこばれる。先にみた運動パタ
ーンは, 個人にとどまらず, 2人 の協和, 不協和

として動きを強化 し, 写実のモチーフに発 した模

倣動作を, 単なる模倣に止まらない捨象抽象的表

出にはこんでいる。

 2人 の技は, "離れる一かたまる""高 い一低
い""大 きい一小さい"な ど対比 ・対照の美をみ

せ, おいあげる速度の中に心情を表出する群の表

現単位を形成 している。これ らの演目中には明ら

かな性の類別の技がある。

<始-中-終-形 式の定性化>

Fig. 11はRatriの 「始 一中一終」の抽出分析で

ある。

「黄昏」を導入部とし(図 略)(1)「 夜」は長い

保持時間をもち, 内包的な躯間 と脚の屈曲姿勢を

静譲に持 して, 観衆 の心を吸収す る(上 図)。(2)

「夜」と 「月」の中間部では, 2人 の群化の技を

展開 し, ハ ーモ ニィの美を形成する(中 図)。 中

間部にひきつづ く(3)終結部は, 短 く, 急速に大巾

な足どりで動感を強めて"入"に なる(下 図)。
"始"は 緩徐, "中"で は華麗に展開 し, "終"

は急速においあげる明 らかな漸増の形式 一 「序破

急」を動態解析は立証 している。

 "年"は 曙によって先立たれ, "黄昏"に よっ
て後につづかれ, 曙と黄昏はその間の"年"を 繋

いでいるとされ, 新月 一満月と明確な周期性を示

す月の時間循環は, 誕生 一生長 一死 一再生の象徴

S Nab ik=2人 のHarmony

Fig. 11
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としてとらえられる(6)といわれる。インド古代哲

理 一Rig vadaに 想を得たこのRatriは, その宇

宙的発想によって, 人間存在の 「生」の本質を堀

りあて, 生命的循環の身体形式の形成を, 共々に

成 し遂げたとみられよう。造形 において永却回帰

を象徴 したShiva(Nataraja神 像)(7)の 形象は, 

舞 踊の構造 ・機能では, "聖なる時間の出現"と

して, 生命の本質 一"序 破急の循環"を 顕現させ

たとみられるのであろうか。すべての演目は, あ

らわれ来たり 一 もどる",「 出」と 「入」の形

で行われ, その生の時空を追 いあげるはこびは, 

SERAIKELLAの 舞踊の背柱をなしている。聖な

る時空へ人々を溶融する回帰思想の動的形式化と

指摘 したい。CG-C code)

この意味で2地 域のCHHAUは, その表層にみ

る表象の差異を越えて, 相通 じる 「生」の時空の

原理を, その運動形式の核に保有すると認知すべ

きか もしれない。

人間存在 一その小宇宙を外在化 させ, 大宇宙の

中に溶融させる身体 ・運動形式, 存在そのものの

生を高揚 しつつ, 別世界に遊ぶ身体一運動形式は, 

現代社会の中であらためてその本質と意義を問わ

れ るべきであろう。2地 域のCHHAUは, その根

源 と分化の間を回帰する人間文化の本質をさし示

していると思われる。

Fig. 12 W-[Ap]要 素 の分析: 鑑 賞価 の評 定(P, S)

(Check List 3 )
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3. CHHAUの 感情価 一比較考察

上述のCHHAUの 演の特性を, ここでは観衆の

側に立って抽出してみよう。Fig. 12は, 次の3段

階の感情語群によって, 2つ のCHHAU(Mah i-

shasura Badh, Chandrabhaga) の鑑賞価を比

較 している。(W-Ap(FV)Factor) Fig. 12
の3つ の語群 は, 以下のABCの 質に類別 されて

いる。

A. 身体 ・運動の深層の型につながる語群

B. 運動の表層に表われる感情表象の語群

C. 演 目の全体像の象徴性につながる語群

これ らの語群による感情価からは, 2つ のCH-

HAUは, 神聖な""劇 的な"質 を共有 しながら,

以下のような異 りを示 している。

Pで は, "アクセ ントのある""ス ピード感の

ある"'緊 張"が, "躍動的な""激 しい"
"迫力のある"表 現をもた らし, '劇的""力

動的"な 象徴を形成 していると感受 している。

Sで は, "曲線的な""ゆ るやかな""流 れる

ような"持 続が, "優美な""や わ らかい"
"流動的な"表 現をもたらし, "幻想的""叙

情的""劇 的"な 象徴を形成 していると感受

されている。

先にみた動態解析 と照合 し, PURULIAの, 直

線的, 拡大的な整のデザイン, 身体宇宙の中心を

貫 く緊張と解放の垂直動の力感は, 神への畏敬を

託 した生命躍動の運動象徴 として受けとめられ,
一方SERAIKELLAで は, 曲線的, 内包的な波動

と流動, 洗練と技巧をふくんでおいあげる形式は, 幻

想的, 神秘的な異次元世界へ導いたと, 映像表象, 

言語表象上の合致と凝集性を認めることができよう。

 インド古代に朔る美的理想, tandava一 力強さと

lasya一 優雅さは, 時と場を異にして, 2つのCHH-

AUに 息づき, 身体統一のyogaを その基底において

出現 した呼吸のような回帰の技法は, 階層を越えて身

体の行為を心身の瞑想に導いているとみられよう。

 更に, 資料は提示できなかったが, Abhimanyu

Badhに みる勇者の死, その悲劇の主題は, 若く美

しく力溢れる人生 と死 の散華 との対比, 歓喜 と

悲嘆の回帰する人生の永遠の主題であり, 同時に, 

生長と衰退の回帰する生命の永遠に根ざす運動表

象の原理として把えられよう。対立と融合, 収飲

と拡散, 消滅と新生,…… 劇性に彩 られた運動象

徴の根源の原理をここに見出すのである。

VI おわ りに

 あらためて2つ のCHHAUを 通 して, 舞踊を社

会文化としての特性か らみるとき, CHHAUは, 

生物の潜在的感覚に基 く運動象徴 として, 生きる

役割分化 一 男性の力と闘い, 女性の愛と救いを

示 し, 外在化された形式は異っても, "生の時空

を強化 す る周期性"を 共有 し, ま た, 極 限 への挑

戦, 即 ち人 間の向上性を見事 に反映 して いる。 更

に, 土 俗 と洗練の方向 を異 に しなが ら, 人 間の存

在 その もの を投 じて生 を高揚 させ, 神 と人 とを結

ぶ始源 の社 会化 一 集 族 の紐帯 を なす身体形式 と

して両者 を観 ることがで きよ う。

 超 自然 への帰 依を内包す る肉体 の祝祭 は, 今 日

はす でにその発生の 目的 を消失 してい るかにみえ

る。 しか し, 行 為す ることによって祈念 した時 は

去 って も, 行為 す ること自体が喜 びで ある限 り, 

演 は存続 され る。 祈 る"手 段"と しての芸能 は, 

そ れ 自体の喜 びと して存在 す る"目 的"と しての

芸能 と して, そ の価値 を再認 すべ き時 であ るか も

しれな い。 時 間 と空間を越えて生 きる身体 ・運動

文化の独 自 と普遍 にあ らためて思い至 らせ られ る

CHHAUで あ る。
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